
い
る

さ

が
わ

丘震
・
入
佐
川
遺
跡

（第
一
人
こ

１
　
所
在
地
　
　
　
兵
庫
県
出
石
郡
出
石
町
宮
内

２
　
調
査
期
間
　
　
第

一
次
調
査
　
一
九
九
二
年

（平
４
）
五
月
１

一
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
兵
庫
県
教
育
委
員
会
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
務
所

４
　
調
査
担
当
者
　
大
平
　
茂

。
村
上
泰
樹

・
柏
原
正
民

５
　
遺
跡
の
種
類
　
水
田
跡

・
河
道
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
古
墳
時
代
―
近
世

７
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

入
佐
川
遺
跡
は
兵
庫
県
の
北
部
を
流
れ
る
出
石
川
の
支
流
、
入
佐
川
流
域
で

確
認
さ
れ
た
遺
跡
で
、
す
で
に
本
誌
第

一
人
号
で
第

一
次
調
査
、
及
び
第
四
次

調
査

（
一
九
九
五
年
度
調
査
）
で
出
上
し
た
木
簡
を
紹
介
し
て
い
る
。

今
回
報
告
す
る
木
簡
は
、　
一
九
九
二
年
度
調
査
資
料
の
整
理
作
業
中
に
新
た

に
発
見
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
既
報
告
の
よ
う
に
当
調
査
で
は
弥
生
時
代
―
古

墳
時
代
の
河
道
や
水
田
、
奈
良
時
代
―
近
世
ま
で
の
河
道
や
溝
な
ど
が
検
出
さ

れ
て
い
る
。
木
簡
は
近
世
の
溝
お
よ
び
河
道
か
ら
出
上
し
て
お
り
、
陶
磁
器
や

漆
椀
な
ど
が
伴
出
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

〔匁
力
〕

釈文の訂正と追加

ω

　

□
□

（
牌
∞
〇
）
×
］
ヽ
×
卜
　
ｏ
∞
〕

(2)

日日
□回

岸
∞
ｏ
×

卜
ｏ
×

∞
　

Φ
⇔
Ｐ

ω
は
、
下
端
に
向
か
っ
て
細
く
削
っ
た
板
状
材
で
あ
る
。
上
半
は
欠
損
し
亀

裂
が
生
じ
、
下
端
側
も
失
わ
れ
て
い
る
。
上
端
近
く
の

一
文
字
は
や
や
墨
も
残

っ
て
い
る
が
、
そ
の
下
は
痕
跡
程
度
で
あ
る
。
近
世
の
溝
よ
り
出
土
し
た
。

②
は
、
薄
い
短
冊
形
の
板
状
材
の
長
辺
に
狭
り
を
入
れ
た
も
の
で
、
両
端
中

央
に
各

一
カ
所
の
目
釘
孔
が
あ
り
、
箱
物
の

一
部
と
推
定
さ
れ
る
。
両
面
に
墨

書
が
認
め
ら
れ
る
が
、
文
字
は
判
読
で
き
な
い
。
近
世
の
河
道
よ
り
出
土
し
た
。

な
お
、
木
簡
の
釈
読
に
つ
い
て
は
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
の
方
々
の
ご
教

示
を
得
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（藤
口

淳
）

中

(1)
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